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アルパックニュースンター NQ飴

あけましておめでとうございます。

文化を創る年にキーワードとこころえ

代表取締役会長三輪泰司

"国際""デザイン""ボランティア"の

一年でした。 1月早々から京都デザイン関連

団体協議会の皆さんに凖備に掛かって頂き、

3月に「地域デザイン会議'93」を開催。Ⅱ

月の「京都/ACCD国際デザイン・コンファレ

ンス」に繋がり、今年、春から秋にかけて

「京都国際デザイン祭」へと夢が拡がります。

5月には、メルボルンの国際口ータリー世界

大会前の青少年交換役員会議で各国の旧友に

会いましたが、Ⅱ月、名古屋での日米草の根

交流サミットでもボランティアの凄さを体験

しました。

シンク・グローバリ

今年は「平安建都1200年」の記念の年です。

これをただ京都の都市づくり史の通過儀礼

でなく、21世紀へ向けて日本の文化・文明を

見直す機会にしたいと願っています。

21世紀はアジア・太平洋の時代になるので

しょうか。 ACCDがアジア・センターを京都に

決めたのも、勢づく東アジアの中にあって、

日本の特異な位置を見たのでしょう。

五全総や近畿の計画も、日本列島の外から

見て行かないとたてられないでしょう。

アクト・ローカリー

関西学研都市でもお祭が開かれます。これ

も地元の町や村づくりの機会になればと思い

ます。バウ、ル崩壊は、落ち着いて、地道に地

域づくりを進め"文化"にしてゆく好機を与

えてくれました。私達の本領が発揮できます。

各事務所間と社員個人間の活発なコミュニケ

ーションと強力な技術力で、多彩なチーム・

プレーを展開するつもりです。今年もよろし

く、お願い申し上げます。

まちづくりの推進に力を入れます

代表取締役社長金井萬造

旧年中は何かとお世話になり、改めてお礼

申し上げますとともに、新年のご挨拶を申し

上げます。

何と申しましても、咋年は経済環境をはじ

め、時代の変動の波にもまれた年であったと

'思います。この中で、咋年は業務の質の向上

と情報発信・交流を重視して取り組んでまい

りました。

所内では本社企画推進部の体制を更に強化

し、技術の情報交流を図る新しい所内情報誌

を発刊し、技術の研磨と普及に取り組み始め

ております。

本年は所内での蓄積を技術情報i志として所

外へも発表していくことを考えております。

また、地域情報交流センターを目指し、各

種の研究会やフォーラムを引き続き展開しま

す。皆様の御参加、御指導の程よろしくぉ願

い申し上げます。

社会経済環境の厳しい中でのスタートです

が、このような時代こそ、一層の質の強化を

はかるべきときと痛感しています。このため、

教育研修の強化充実と皆様のご協力によるネ

ツトワークの下に、まちづくりの具体の提案

や推進に向けて、所員一同一致協力し、まち

づくりのキーマンとしての技能を備えたプラ

ンナーを目指して頑張りたいと思、います。

平成6年はバブル経済のはじけた企業決算

が自治体財政を直撃する厳しい予算編成の中

ですが、地域・づくりは一休みも許されません。

私共は正面から問題解決に取り組み、その役

割を少しでも果たしたいと願っています。

皆様の益々の御健勝と御活躍を祈りますと

ともに、本年もよろしくご指導の程、重ねて

お願い申し上げます。
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パラダイム転換への積極的対応をめざして

京都事務所長山口繁雄

欧米へのキャッチアップをほぽ終え成熟化

社会に到達したかに見えた我が国経済社会は、

バウ'ル経済が崩壊して、今まさに時代的なパ

ラダイムの転換期を迎えています。

さしもの京都も、そうした時代的変化に少

なからぬ影響を受けており、従来の枠組みを

越えた思考や取組みが行われてきています。

例えば、京都市では、京都の問題を老える

場合、従来ですと京都市内、それも「洛中」

に着目する傾向が強かったのですが、昨年あ

たりからはかなり変化して、『京都都市圏」

という広い枠内で考えてみようという取組み

を行っています。また、京都府でも、府下の

地域別枇想の具体化に向けた取組以外に、

「環日本海時代」に向けた広域的取組みを強

めています。

この他にも、新たな時代に向けた産業経済

基盤のあり方をさぐる産業ビジョンづくりゃ

長寿社会における福祉施策や生涯学習施策等

の模索等、多様な取組みが行われています。

こうした動きは、行政ばかりでなく経済界

においても活発で、例えば京都経済同友会で

は、「21世紀・京都プロジェクト」や「北近

畿ルネッサンス」「京滋奈地域活性化」等の

研究活動を開始し、新しい時代におけるそれぞ

れの地域の活性化方策を探りはじめています。

近年、パラダイム転換の代表的なキーワー

ドとして、「成熟化」「高齢化」「国際化」

という言葉が使われてきましたが、京都をめ

ぐる動きもまさにそのキーワードを軸に展開

してきています。

狂乱のバウ、ル経済状況が終鬻して、我が国

の経済社会は少し元気をなくしていますが、

こうした時期だからこそいよいよ腰を据えて

今年もよろしくぉ願い致します。

真に豊かな「生活大国」づくりに取りかから

なければならないと心を新たにしています。

そのための新しい課題の確認と新しい提案

内容について研究を進め、新時代に対応し得

る施策提案力をつけたいと考えています。

ところで、「国際化」に関連して、今号の

表紙を飾っている『ビジョン・ダンマーク』

は、92年のセビリア万博に出展したデンマー

ク館で、京都府丹波町がデンマーク王国との

国際交流のシンボル施設として、同町に移設

したものです。

このデンマーク館の移設にあたっては、手ム

共も一部お手伝いをさせていただきましたが、

なにしろ『基凖』の異なる国からの建築物の

移設とあって、大変に苦労しました。

改めて、「国際交流」を具体的に進める場

合の問題を体験させていただくことになりま

したが、歴史的に見てもパラダイム転換時の

対応には、こうした苦労はつきもののようです。

本年も所員一同頑張ります。どうかよろし

くお願い申し上げます。

1994年1月1日

人周発達とまちづくり新時代

大阪事務所長杉原五郎

H月上旬の秋晴れの日でした。 1日休暇を

とって福井まで出かけました。福井放送の

「人間ネットワーク」という30分番組に出演

するためです。テーマは、敦賀の活性化につ

いて語る、対談の相手は敦賀駅前商店街青年

部代表の上山さんで、相手も私もテレビにで

るのは初めて。ディレクター氏とともにコー

ヒーを飲みながら30分ほど簡単な打ち合わせ

をした後、すぐ録画撮りに入りました。湖西

線の永原~敦賀間を直流化して新快速を敦賀

まで走らせる、そのために商店街の活性化や

敦賀港の魅力化をめざしたまちづくりを推進
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していこう、というのが対談の基本ストーリ

。事前に用意していたメモが本番では役に

立たずアドリブでまち・づくりに対する,思いを

りました。最初はさすがに緊張しましたが、
三五
ロロ

だんだんと調子に乘ってきて、話題が敦賀港

の再開発に移るあたりでは、サンフランシス

コや小樽の事例なども交えて言いたい放題と

いった感じとなりました。

あわただしく過ぎ去った1993年は、私にと

つても、大阪事務所にとっても「まちづくり」

という5文字をかみしめながらの 1年でした。

7月上旬、世田谷のまちづくりセンターで市

民参加のまちづくりゃまちづくりファンドに

ついてヒアリングする機会がありました。下

旬には、まちづくりワークショップを日本に

紹介したへンリー・サノフ教授(ノースカロ

ライナ州立大学)に逢うために神戸大学まで

足を運びました。10月には、 5月頃から凖備

を進めてきた「関西まち・づくりフォーラム」

をNPO (非営利組織)として有志7名が世

話役となって設立し、活動を開始しました。

Ⅱ月下旬には、鳥取大学時代から智頭のまち

づくり(CC PT)と深い係わりを持ってお

られる岡田先生(京都大学教授)のお誘いで、

鳥取県智頭町で開かれた「杉下村塾」に講師

として参加し、東京・大阪・岡山・広島や地

元鳥取から集まった地域リーダーの方々と交

流を深めました。

いま、まちづくりの新しい波が押し寄せて

きていることを実感しています。人々は、人

間として、住み、働き、憩い、創造し、交流

することに強い欲求を持っています。「まち・づ

くり新時代」といっていい状況にあると思、いま

す。同時に、「人問発達」がこれからのまちづ

くりのキーワードになると確信しています。

アルパックの大阪事務所も、人間と自然

(地球)、人間と都市、人間と人間との係わ

あけましておめでとうございます。

りを大切にしながら、まちづくりの豊かな発

展をめざして努力していきたいと考えており

ます。引き続き、ご指導とご支援をよろしく

お願い致します。

、

新たな時代創造精神の構築をめざして

名古屋事務所長尾関利勝

アルパック応援団の皆様には、昨年もひと

かたならぬご指導・こ協力を賜り、ありがと

うこざいました。紙面で失礼ながら、新年の

ごあいさつとともに、厚く御礼を申し上げます。

先行き不透明な状況が長引いています。こ

ういう時代だからこそ、様々な地域の問題に

対応する確かな理念と現実的な英知が求めら

れていると痛感します。

自力と他力の判断がつきにくかったバウ、ル

の最中では、自力のまちづくりへの発想、は、

ほとんど力の無いささやきでしかありません

でしたが、バモブル崩壊に引き続く不況の長期

化と自治体財政悪化の中で、にわかに表立っ

て来ました。残念ながら、事ここに至っても

自力の発想、がまだ十分な市民権を得てはいま

せん。自力の発想は他力を否定するものでは

なく、言い替えれば、確かな自力の努力のあ

るところにしか、他力はついて来ないという

意味を含んでいます。棚ボタが運ではなく、

努力の結果が運であると以前申したことがあ

ります。いたずらに時の流れに流されず、か

と言って逆らわず、ひたすらに目標へ向かう

信念と泳ぎきる努力が、この時代だからこそ

大切だと感じています。

21世紀を7年後に控え、今一度、20世紀の

足跡を振り返り、その成果を再認識して新た

な世紀へのパラダイムを明確にすることが必

要だと思います。混迷した文化状況の世紀末

ではなく、次世代への展望を明確にするため
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の温故知新・すなわち20世紀のルネッサンス

がこの世紀末の課題です。近代化の足跡は、

時代の転換を察知した先駆的起業者精神に誘

導され、伝統を踏み台にした技術移転を契機

として独自領域へ到達する創造原理を証明し

ています。それは戦後の復興期でも、オイル

ショックを乗り切った経緯からも明白です。

ただし、明治以来戦後の復興までの近代化の

過程では、とりわけ生活・産業・経済の領域

で、西欧と言うトレードの外的対象が明確で

したが、この10年程はトレードの対象を自ら

の内に見出さなけれぱならない状況に、日本

も地域も置かれてきています。もちろんまだ

まだ文化・福祉の領域など世界からトレート

する対象は多く残っています。手本が外に無

い時、内に見出す努力が必要な現代は、近代

化を上回る時代の転換意識が必要でしょう。

近ごろ、まちづくりの現場で「夢と危機を

認識し、それを結ぷストーリーを考えよう」

と訴えています。先行きが見えにくい時代で

すが、だからこそ、その危機と夢を正しく認

識することが21世紀へのパラダイムを描く基

本だろうと,思います。今しばらく、自治体財

政をはじめ厳しい経済環境が続くことと予想

しています。流されず、かと言って逆らわず、

地域の未来のために、確かにしたたかに努力

し続ける所存です。本年もよろしくビ指導、

ご協力をお願い申し上げます。

今年もよろしくぉ願い致します。

いかんせん、高齢者については何も知らなか

つたということです。どのような人を高齢者

といい、生活時問や生活習慣はどうなってい

るのか、高齢者が自立して生活していくため

のバックァップとして何が必要なのか、全て

に対して?や!ばかりでしナこ。

アルパックの仕事のやり方として「知らな

ければ知ればいい」との考え方があります。

そこで高齢者が住んでおられる住宅にお邪魔

して生活を実態調査したり、直接高齢者と接

することができるように特別養護老人ホーム

に一日入園したり、多くの方々に対してもヒ

アリングをしながら数々のことを教えてもら

いました。

知識は得ることができましたが、どうして

も生活実感として解りません。どうして段差

がいけないのか、理解はできますが、実感が

わいてこないのです。どうして手摺がいるの

か、手にそれが伝わってきません。実感が伝

わってこないままに国が進めているシルバー

ハウジング・プロジェクト事業計画及び推進

計画の委員会をしていても何かを忘れている

ようで仕方がありませんでした。

高齢者を体験できるグッズ

高齢者の疑似体験はアメリカでは20年も前

から心理学や建築学(ミシガン大学)、老年

学の分野で研究されてきています。日本でも

WAC (長寿社会文化協会)から委託を受け、

アルパックのネットワーク会社である総服部

メディカル研究所が開発した、高齢者疑似体

験グッズが「うらしま太郎」なのです。

少し内容を説明しますと、セットは12点で、

老眼になり、目の焦点距離が遠くなり、白内

障で色の見え方が変化し、ぽやけて見えるこ

とを再現する眼鏡(白内障と視野狭搾になっ

た状態)をはじめ、高い音が聞きづらくなる

耳栓、足のつま先が上がりにくく手足の関節

1994年1月1日

高齢者福祉と「浦島太郎」

東京事務所長小林祐造

「浦島太郎」とはなんだか知っていますか?

そうです、竜宮城にいって帰ってみると周り

は知らない人ばかり、もらった玉手箱開けて

びっくりおじいさん、その人です。

私達は今高齢者福祉に取り組んでいますが、
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の動きがにぶくなることを再現するサポータ

、筋力の低下に対してはチョッキのポケッ

トに鉛を入れる等私達の周辺で簡単に手に入

るものを基本に考えられてますが、ここまで

するには、数限りない高齢者に聞き何度も微

調整をしながら作るのですが、確かめるのが

大変だったそうです。(写真は所員がグッズ

を付け、暮れ始めた街を実際に歩いて体験し

た時のいで立ちです)

体験を通して

実際の老化は長い年月をかけて徐々にそし

て確実に進むものであり、身体も生活も老化

とつきあいながら慣れていきますが、疑似体

験をしてみるとよくわかります。

お年寄りがなぜ自分本位に歩くのか「歩く

とに一生懸命」「おとしよりの動きにくさこ

がよくわかり」「一声かけて行動すると安心

でき」「相手のぺースに合わせることが必要

だと実感でき」そして、不便さだけでなく、

孤独な気持ち、引っ込み,思案等になってしま

うことも感じとることができます。

よく福祉は"心"だと言われますが、アル

パックの携わっている仕事の多くは「うらし

ま太郎」に通じるものがあります。福祉を担

当している人からよく聞かされますが、「福

祉行政はいつも後追い行政、メニューを用意

して待っているのではダメなんです、まず取

り組まなければ、その後から福祉行政がっい

てくるのですから」

今年もまたこのことを考えながら仕事に取

り組んでいきたいと考えております。

あけましておめでとうございます。

チャレンジ精神と好奇,Dのある

事務戸斤を目チ旨して

九州地域計画研究所副所長山田龍雄

昨年は冷夏で「米」の緊急輸入を行うなど、

大変な年であったに違いなく、昔であれば、

大飢箇で数万人の餓死者が出ていてもおかし

くないことであったと思われます。

しかし、今は「米」でない「おかず」が豊

かな時代であるためか、全く食糧難といった

実感がなく、不況風が吹いている中でも日本

は本当に物質的には豊かになったのだと思、う

反面、自分自身の本当の豊かさを求めること

が益々重要視されることになると,思われます。

また、全国で"何々村"といったものがま

だいくつか建設されていますが、円高を反映

して各旅行会社では格安海外旅行企画(例え

ばパリー週間Ⅱ万円台)を多く出しており、

今後外国をテーマにした"何々村"は、これ

らの格安旅行企画とどのように対抗してぃく

のか厳しい時代にあるように感じます。

このような様々な時代の気配を感じながら

九州事務所も新たな年を迎えることとなりま

したが、業務の方も北部九州研究学園都市枇

想関連、住宅関連、再開発関連、事業企画関

連、地域活性化ビジョンづくりなど徐々にで

はありますが毎年幅が広くなってきています。

今年の4月から新入所員が1名増える予定

であり、より一段と機動力を発揮できるもの

と考えています。また、チャレンジ精神と好

奇心のあふ、れる事務所を目指していきたいと

考えています。

そこで、今年の行事として次のようなこと

を続けていければと、思い描いています。

①うまいものを食べるパーティ

②九州を「もっと知ろう」研修旅行

③アジア視察旅行

1994年もよろしくぉ願いします。
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初心を踏まえ飛躍を目指レます

餘捌断ツワインタ・ナショル代表霜田稔

昨年の4月から、アルパックの支援をえて

アルパック大阪事務所内に移転し、二歩後退、

一歩前進のもとに、体制を整えて、総合計画

策定、都市計画の用途指定等の基礎的な計画

業務に全力を注ぎながら、学研都市のアカデ

ミアプランや新条里都市等の提案づくりをお

手伝いしてきました。

現在、経済不況の中で、大規模な都市開発

等が低迷しつつありますが、高齢化社会に向

けた地域福祉、町の美化、緑化、ごみ減量活

動、さらには、文化会館や運動施設等のハー

ドな施設を活用する文化、スポーツ、生涯教

育活動の自主的住民活動の盛り上がり等は、

今後のまちづくりに不可欠な条件であること

がはっきりしてきました。不況の時代におけ

る住民の自主的で意欲的な活動の展開こそが、

本当の生活大国の底力であると思、います。住

民の支持と主体的参加を可能としうる夢のあ

る豊かな計画・づくりこそ、個性あるまちづく

りの原点であると,思、います。この不況の時を

うまくいかし、次の時代に向けてまちづくり

をいかに進めるかが私達に問われていると思

います。いままで近代化の掛け声のもとに無

視してきた身近な地域の自治会組織を再度見

直していくことも重要であると'思います。地

方分権の底力には、この自治会組織の法人化

を含めた活性化があるのではないでしょうか。

日本の貧しい都市計画を克服していく道は、

意外とこの日本的なコミュニティの活性化・

再生にあると思、います。

今年も経済的にも精神的にも厳しい年だと

思、いますが、皆様の健康を祈願しながら、合

わせて、今年も宜しくご指導下さいますよう

お願いいたします。

今年もよろしくぉ願い致します。

新しい社会への転換の時代に
側都市居住文化研究所

代表道家駿太郎

新年早々ですが、あい変わらず戦後最長の

不況の真っ只中で、出口がまだ見えて来ない

様です。しかしこの不況も別の面から見れば

日本経済の構造的転換期のきしみとも言えま

す。

高度経済成長から低成長への転換をオイル

ショックをへて、いよいよ成長の概念から脱

皮し、フロー型からストック型の豊かな社会

への入口に踏み込んだ言正とも言えなくはない

でしょうか。

こんな社会では改めて京都の持つ伝統的な

物づくりの視点や暮らし方が浮上します。使

い捨て社会から長持ち型社会へ向けて、本年

も着実にまち・づくり、暮らしづくりへ歩を進

めていきたいと考えております。

本年は、職住一体の定住型住環境整備や高

齡者介護施設にも関わり、ハード・ソフト・

ヒューマンを基本に実践的なまち、づくりに取

り組んでいきたいと考えています。

今後とも、みなさま方のご指導の程よろし

くお願いします。

1994年1月1日
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アルパックニュースレター NQ63

『エメックス93』のポスターセッションに参加して

「エメックス93」とは、第2 回世界閉鎖性

海域瓊境保全会議(EMECS:The EnvironMen-ta

I Management of Enclosed coastal seas)の

ことです。その第1回は1990年に神戸市で行

われました。もともとこの会議は、瀬戸内海

環境保全知事・市長会議が中心になって、閉

鎖性海域の環境問題の解決に向け、世界レベ

ルでその地域の関係者の連携を深めるために

開かれたものです。

今回の第2 回は1993年のH月10日から 4日

間、北米の代表的な閉鎖性海域であるチェサ

ピーク湾に面したポルチモア市で1,000人以上

の市民、行政、研究者などを迎えて開催され

ました。会議の内容は「理念と政策」「住民

参加」など6テーマの分科会での研究発表、

パネルディスカッション等の全体会議などが

あり、日本からも40人以上が研究発表やポス

ターセッションに参加しました。

私はこの会議自体には参加しなかったので

すが、大阪大学の盛岡通教授とともにポスタ

ーセッションのポスター作成を行いました。

近世の名所図会を用いたプレゼンテーション

発表したポスターの題名は「環境配慮型の

大阪湾の開発・整備に向けて」で、持続可能

な湾岸域開発のコンセプトの提示と、ソフト、

ハードを含めた具体的な技術(エコ・テクノ

ロジー)の提案を行っています。

プレゼンテーション上の最大の特徴は、ポ

スターの中心部分にあるように、「名所図会」

の挿し絵を用いたことです。名所図会とは近

世に庶民の間で流行した観光ガイドブックの

ことで、全国各地の名所を挿し絵を使って紹

介したものです。国際会議で、しかも開催地

が比較的歴史の浅いアメリカということで、

日本のビジュアルな歴史資料を示し、少しで

も日本的なものを伝えることをねらいました。

今回はこの中から当時の大阪湾の姿を象徴

するような挿し絵を10枚選び、環境配慮上参

考になる点を紹介するかたちで掲載しました。

また一部現代の写真も併せて載せ、昔と今を

比較できるような工夫も行いました。例えば、

天保山は近世に河川浚諜の士砂により造成さ

れた標高18mの人造山ですが、海上からのラ

ンドマークく大阪湾を眺望する視点場、そし

て花見や舟遊びができる遊興地などの機能が

原田弘之

^ ゛ 畔

^』1.^^,●えー.■圃●●^、゛一巨^宜電,^^、^、,冒4t.^11 ■.゛f゛Ξ一ー^足^'^" r^'
',^ J ●^.、rr -」匿,111^ー^.^'.Ξ、゛',^1、"■,..」冒』1ト'..、、、^トーU-1^』..^風1
^.、、.三』一匡'^^冒^』1 ^.キ電^■".宮^1圖lh 亀H.

゛U●一一司 0^早^^"1キ^Ir^ヨ゛●^冒^Ξ1』、ー^.1 ^ー゛゛"^^丁1.^.軍^Ξ.゛^」.1υ■

厚三^^h●一.^三ヨ^^、.三冒一."^.'胎曝山.Ξ^N-^、^1 ^^,^ー",,三咋.^ 1-.,
甲^.ー."^"゛.Ξ"^^三r●電^^^●「.鳥^'■ヨ.明冊゛'U E'r一■^'1叱1^智...冒門...^

1]三^" 1"贋卜宥^^=▲.』●=゛^゛■●'^戸、,亀^、^^-1 ^"罰E■"."^Ⅱ゛."、.,1
^1 ●1 ^^.一』,-1E,^11、号"●●一 U^●一■^ 1 ●^"'三叫一..叶冒、U■ι,"'■."』■'^1^ー

●電.三■→耻皐1^^■^'Ⅱ」」一■.1N明

1 '三亀゛「11EJ ^■^
'11 ◆ 14'、1'■1,11'

凌甥

、.巨..、"ー,●^Ξ^●●一..".Ξ1三印.ι^貨^^^Ξ^●.211 、.^直""". E■".. E-、ー,.^

趾'1、ー,、.●..●●^電■キ冒匡冒キ,^1^'冒,^.1'昆.、'ーー,.+』、.1^^

,
*愉"サー肌一、暗b ,、'",ゞやし一1ゞ
彦尋琴翻腫警琴^醇却イ

扇姦薩^で'〒三'L三竺ミニ、 f^

〒 〒

畢

'雪

力

千

七i鷲#*出'為'"^轟贇1;'、'季哥;蓋トー1 念

を亀識威辱了樂ミ"護浄ご'、瓢
=盤踊一告と一風^"'爵;:講言,11j^ー・^

犀■ユ゛^

,ゞ"様リー,轡'々ι左論、゛翻一・・^
^Ξ,゛^ーー q ,宮',"丁E^E゛ー,1.

☆

ぐ

気

禽

点

..子J .ー^ノ.▲^^4 .ー

尋1 .一断.t^1"3-^.

J 擶1似、殉ご茎,';素昂学■胃:1i
ムM=;窄鼻剛゛島菖,r■器1=武二

、!識摺誇罫叫'ニタ念.二庁,甥

七

力

都

斤^容;ご烹F==謄闇h'}1・宗,π課・゛和抽

ーヨ・ーー1

^^^

雛

、子え^".Ξ1」,●"-E
1"冒..11.'1゛一区1ヨ1Ξ一' 1Ξ'

畢

気

1戸h.111を'Ξ,匡三■1^.■^ーー

^^^ 1,^ T^冒.1 ^^■電

8

気

畢

●' 1^メ^.昆^、」、]^、凡リ」.^●J-J'4.

.11 f!_ー.、f

^^^、

,討..,竺、一幽J""、i-ー=1,
、.、r暫、゛,Mt゛'●1一佃"、牡一 1'"

,J 乱1 巨冒

製

^
 
y
ご
^
、
^
翻
睡
^
'
一

一
、
ニ
^
、
、
、
、
闘
'
夢
剛

,
ウ
町

●
1



複合された開発といえます。一方、現在はレ

クリ・商業機能をもつ天保山ハーバービレッ

ジにとって代わっています。この昔と今の姿

をポスターを見る人に比較してもらいました。

月・太陽・鳥・魚のイラスト

プレゼンテーション上で工夫したもうーつ

の点は、もともとデザイナーの方にアドバイ

スを受けたのですが、ポスターの四周に月・

太陽・鳥・魚のイラストを配したことです。

白黒の図ではわかりませんが、色彩的には左

右上下で寒暖色と濃淡のグラデーションを行

つています。これらのイラストは、もちろん

湾岸域という主題に関連させたものですが、

先の名所図会による日本的なものの主張とは

どヌ

逆に、おそらく全世界の人が理解できるモチ

ーフであり、ポスターに親しみをもってもら

うことなどをねらいました。

世界への日本オリジナルの情報発信の重要性

この会議に参加した共同作成者の盛岡先生

は「残念ながら、日本の湾岸域における環境

保全への取り組みは外国にはほとんど理解さ

れていない」と実感をもうて語っておられま

した。今後このような世界レベルでのコミュ

ニケーションの場が増えていくでしょうが、

このポスター作成に関わって、日本のオリジ

ナルな情報と、その情報の発信手段を持つこ

との大切さが少しわかったような気がします。

(大阪事務所はらだひろゆき)

〒 〒 町"'
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アルパックニユースンター NQ63

第3回日米草の根交流サミット大会報告

咋年H月Ⅱ日(木)~15日(月)、東京、

名古屋、京都にて、(財)ジョン万次郎ホイ

ツトフィールド記念国際草の根交流センター

の主催で、第3回日米草の根交流サミット大

会が開催された。第1回は京都、第2回はボ

ストン、そして第3回は名古屋が本会場とな

ー:)」0

名古屋でのプログラムは12日(金)の歴史

施設・伝統産業・学校などをバスで巡りなが

ら交流する草の根交流会、13日(士)の総会

(名古屋国際会議場)、 14日(日)は日米草

の根野球大会(熱田球場)の 3日間で、来日

(在日を含む)アメリカ人ホームステイプロ

グラムでは、 13日、 14日の 2 泊を名古屋の家

庭に滞在した。

全体会議の状況

H月13日(士)、名古屋国際会議場で開催

された総会(メイン事業)には約1500名の参

加があった。午前9時30分の開会式にはすで

に会場のセンチュリーホールは 1、 2階が入

り切れない状態になった。続いて「これから

の国際交流は時代の変革を担えるか」をテー

マに、基調講演、シンポジウムが行われた。

また分科会は15あり、それぞれコーディネ

ーターとスピーカー数名など、全体で約80名

を超える講師陣(内アメリカ人約30名)を配

し、ライフスタイル、教育、野球文化比較、

環境、非営利組織、企業の社会貢献、国際交

流の先駆者、神道の精神文化、子供達の夢な

どユニークなテーマで報告・意見交換がされ

た。分科会会場は椅子を追加したところもあ

るほどで、中身についても予定の3時間を大

幅に超過して議論されたところもあった。

名古屋事務局を担当レて

それぞれの詳しい内容については、現在作

成されている報告書に譲るとして、ここでは

概況と主として運営面を取り上げる。

草の根野球大会

翌Ⅱ月14日(日)には、熱田球場で草の根

野球大会が開催された。名古屋JCチーム、

金城学院大学の女子軟式野球チーム、アメリ

力人&一般参加者チームなどが参加して親善

試合が行なわれた。朝10時の開始時には、ウ

イリアムスバーグ市長が始球式を行った。元

阪神タイガーズのスチープ・ラム氏を中心と

するアメリカ人チームは、女子との試合では

全員が利き腕と逆の打席でバッテングするな

どハンディをつけたが、持ち前のパワ一で逆

転勝ちをおさめ、また続くJ Cとの試合にも

逆転勝ちした。試合後のビールの味も最高で、

交流も一段と深まった。

開催に至る経緯

一昨年 a992年) 6月頃、外務省の友人が

「ジョン万次郎の会」事務局長とともに当名

古屋事務所を来訪され、今回の日米草の根サ

ミット大会を名古屋で開催してはどうかとい

う打診があった。1991年の京都大会を第 1回

として日米交互で開催するということで、間

近に迫った第2回のボストン大会に内容を把

握するために青年会議所のメンバーと参加し

た。その概要については56号 a992. H. D

で報告したが、市民同士が肩書きを外して交

流する「草の根交流」という特に珍しくない

用語に、新しい時代の流れを感じとることが

できた。

1992年Ⅱ月17日に「ジョン万次郎の会」を

忌体にした(財)ジョン万次郎ホイットフィ

小竹暢隆

-10-
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三本の郵便

分科会:日米郵便局交流フォーラム

ールド記念国際草の根交流センターカ靖受立さ

れたが、同じ頃第3回の名古屋開催が正式決

定した。

手作りの運営

予算のないところからスタートしているこ

ともあり、専門業者に委託しない手作りの運

営を目指して、昨年4月に(社)名古屋青年

会議所(JC)新谷岳史理事長を委員長とし

て名古屋運営委員会が設立された。

JCの担当のメンバーを核とし、学生の組

織であるアイセックや、名古屋在住のアメリ

力人ビジネスマンの集まりであるABCNの

メンバー、ボランティア通訳、個人の有志も

加わり徐々に組織ができてきた。特に副委員

長として活躍いただいた佐藤久美さんという

英語雑誌の主宰者のネットワークは大変なも

のであり、随分恩恵を受けた。

結果として約1500名という参加者があった

が、募集については広告媒体に頼ることなく

大半がロコミである。いわゆる「動員」もー

部あるが、趣旨に賛同したり、何となくぉも

しろそうだということで参加した人々が大半

である。通常国際交流に関われない一般の人

々に広く解放し、受付、記録、通訳など様々

な分野でボランティアをしながらの参加を呼

び掛けた。こうしたボランティアそのものも

交流のプロトコルである。

地域における交流の受け皿・づくりを意識し

ながら、地域のボランティアの人々を緩やか

'
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1994年1月1日
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番道家による指導(文化交流)

に組織し、運営主体づくりを行った。

個人をべースとした交流

各地域で様々な「国際交流」事業が行われ

ているが、その内容は職能別交流、すなわち

姉妹都市関係者同士の交流、教育者同士の交

流、国際交流専門家同士の交流などが中心で、

参加者の層が比較的限定されたものが多い。

したがって、日米両国の各界オピニオンリ

ーダーも交え、社会人、学生、あるいは学職

者、官僚、企業関係者など、異なる職業、異

分野の人々が一緒になった国際交流は比較的

珍しい。そうした市民同士が、個人をべース

とした草の根交流、すなわち肩書をはずした

一個人として、あるいはボランティア・スタ

ツフとして参加し、交流を行うものである 0

こうした草の根交流においては、個人的体験

が重要な交流素材になる。個人あるいは地域

には様々はエピソードが内在しており、それ

らを大切にしながら交流を行うなかで、新た

なつながりを発見し、思わぬ発展をもたらす

ことが珍しくない 0

マッチングを配慮した社会人ホームスティ

ホームスティ・プログラムそのものは珍し

くないが、その多くは学生を対象としており、

社会人、ことにオピニオンリーダーまでを対

象としたものは少ない。ただそれだけに実際

に行うに当たっては、趣味・噌好や関心事、

健康状態など様々な面から、ホームスティ者

とのマッチングにできる限り配慮してホスト
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アルパックニュースンター NQ船

ファミリーを選定した。

学識者には共通の関心分野を持つ大学の教

官にお願いしたり、英語の話せない家庭に対

しては、丸1日ボランティア通訳に手伝って

もらうなどの手配をした。

15日朝の新幹線のホームでの別れの光景は、

オピニオンリーダーの方々であっても同じで、

やはり感動的なシーンであった。

大会の評価と今後の方向

参加者の一人であるコンサートホールの運

営責任者の感想では、通常、コンサートの評

価は帰り際の聴衆の表情で概ね判断できるが、

本大会の多くの参加者の表情には満足感が感

じとれたという。

それ以上に、草の根交流サミット大会の評

価は、一般市民にどれだけ開かれているか、

どれだけ組織の肩書をはずして交流できたか、

といった視点でなされるべきであろう。オー

プンな口ーカリズムの中で草の根カルチャー

を育てていくことが重要である。そして、こ

の事業を支えたボランティアは地域の財産で

あり、緩やかに組織することにより今後の交

流事業の受け皿となることが期待される。

その意味で今回のサミット大会は一過性の

イベントではなく、ボランティアの活力を生

かして行くためにも今後もなんらかの形で事

業を継続していく必要がある。

(名古屋事務所おだけのぷた力→

■.....■■■巨厚軍■.".■...■■明閉■●■盟■■●■■■'可●閉●■●●●■■■●●■冒●●●●●●■●●●閉..'.冒.巨巨冒.

「関西ぎちづくりフォーラム」の紹介

馬場正哲

今日、情報化、グローバル化、余暇社会の

進展などとともに高齢化、定住化など成熟社

会の到来を前に、「まちづくり」への期待が

とみに高まりを見せています。その中で、ま

ち・づくりでの市民・行政・専門家の係わりゃ

役割が重要となりつつあり、その進め方につ

いて様々な問いかけや取り組みがなされてき

ています。しかし、意外に情報が交流してい

ないのが現状です。

このような時代を踏まえ、新しいまちづく

りの在り方を交流とネットワークで模索する

「関西まちづくりフォーラム」がこの度設立

されました。

行政職員など様々の意欲的な人が集ります

この「関西まちづくりフォーラム」は、

「まち・づくり」に関心を持ち、まちづくりに

係わる交流に賛同する個人を主体とする、非

営利の任意団体です。参加の対象は、市町村

などの行政職員、大学などの研究者、コンサ

ルタント・プランナーや専門家、まちづくり

に関心の高い市民などです。

ユニーク事例や「人」に学びます

特にまちづくりの多面的な関わりや立場の

交流を重視しながら、関西のユニークなまち

づくりの実践報告を軸に、全国や海外のまち

・づくりに関わる情報交流を活発に行います。

また、現地見学会や海外視察、合宿形式の研

究交流会なども企画するとともに、報告・討

議された内容はまとめていきます。

運営委員会を設けて運営します

まちづくりフォーラムの運営は行政関係者、

コンサルタントなど主体的に集まるコアメン

バーの「運営委員会」が行います。当面事務

局はアルパック大阪事務所に置きます。

(世話役:杉原・馬場・小阪・若林・中室)
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平成5年10月8日スタートしました

設立総会に引き続き、第1回フォーラムを、

全国でもユニークなまちづくりを進める豊中

市政策推進部まちづくり支援室長の芦田英機

氏をお招きし「みんなの計画・役所の支援」

と題し、条例制定や実践のお話をしてぃただ

き、フォーラムへの夢を語り合いました。

第2 回はH月22日に間野まちづくり研究所

所長間野博氏に「民闇による木賃住宅群の共

同建替えについて」門真市朝日町地区カルチ

エ・ドムールの経験を報告頂き、市側で担当

の千住信幸氏を交えて、再開発事業の方法と

人間模様などを学びました。

第3回フォーラムが開催されます

次回は、着々と姿を現しつつある「関西文

化学術研究都市」とそれを受け入れる地元自

治体・住民などの状況を、視察やパネルディ

スカッションなどで学ぷ企画です。終了後、

新年の懇親会も行われます。

日時:平成6年1月29日(土)

午後1時30分~5時

場所:けいはんなプラザ

会費:2,000円(懇親会は別D

集合: J R祝園駅前広場UR・近鉄線)1時

参加ご希望の方はFAXで06-941-7478へお申

し込み下さい。

(大阪事務所ばばまさあき)
●■■●■●●●●■●●●旦●●●●●盟盟●●■●置●●■●●●●●●■■■直冒■■●巨●■●■■■■●■●●●■●●●■●●●●"●●●●豊●●●盟宜■●■島.■■■■酉盲旦■圏冨軍閉..■■哩■,■■■■■.■直■.巨盟冒■■盟冒.,.■.■■直■'.■■■■.冒冒■...■■.■■■.■■冒冒■盟盲写盟巨巨■冒■..巨■写明.■.哩

まちか

『ごみスペースの風景」

西田

ごみを各戸収集していない地区では、住宅

地内に家庭用ごみ置き場を設置しています。

ごみ置き場の形態としては、ごみ収集機能だ

けを追求し、外周をただネットフェンスで囲

つた機能追求型から、町並み景観等に配慮し、

設置場所や素材を吟味し、出来るだけごみ置

き場が目立たないようにした景鶴重視型まで、

さまざまなごみ置き場の形態があり、近年は

そのデザインが色々と試行錯誤されています。

私の考えるごみ置き場の風景は、町並みと

調和し、一見ごみ置き場であることが分から

ないオープンな空間が確保されれば良いので

はないかと、思います(収集日以外は、オープ

ンスペースとして活用する等)。

そこで具体例を事例写真で見て頂き、今後

計画される場合の参考にされればと思、います。

(京都事務所にしだまさはる)

1994年1月1日
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前ページの写真形態別

本ページの写真土地利用の種類別

上段・中段公共用地

下段左側民地

下段右側公共十地域住民
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歩道植栽帯利用型:焼過ぎレンガブロツクで修景
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三田ニュータウン(兵庫県)
隅切り利用型

三田ニュータウン(兵庫県)
宅地切込型でスペース創出、ごみ種別で区分している
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京都事務所

大阪事務所

名古屋事務所

東京事務所

繍九州地域計画
0力 i研

株アルパツクイン
ターナショナル

愉都市居住文化
研究所
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アルパック株地域計画建築研究所

宅、J

ARCH1花OTS, REGIONAL PLANNERS & ASSO0IATES, KYOTO

西印0 京都市下京区四条通ゆ高倉西入ル立売西岡詑 TEL
FAX(大和銀行京都ビル6階)
TEL西5紀大阪市中央区城見 1 -4-70

(住友生命OBPプラザピル1部皆) FAX

TEL西460 名古屋市中区丸の内3丁目帽番30号
(ツボウチピル部鋤 FAX

TEL西1冊東京都新宿区新宿2-5一玲
FAX(霞ピル401号)
TEL西810 福岡市中央区天神 1 丁目15番 1号
FAX(日之出ビル6階)

西5如大阪市中央区城見 1 -4 -70 TEL
(住友生命oePプラザビル1部皆) FAX

遍6山京都市中京区東洞院通六角上ル三文字助225 TEL
(朝陽ビル部皆) FAX

シーサイドももち(福岡市)
ポケットパーウ利用型

三ル11、」三シ

御所野ニュータウン(秋田県)
公共でつくったスペースに住民が

ステンレスボックスを自主的に設置した例

(075) 2を1 一印 32ru
(075) 256-17田

(06) 9厶2-57詑代
(06) 941 -7478

(052) 962-12246廿
(052)9配一12閉

(03)3226-9130代
(03)3226-95印

(092)731 -7671《廿
(092) 731 -7673

(06) 965一印124勺
(06) 965一即M
(075) 252-2231
(075)252-44】フ
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